
●医療の目的 質の高い医療を安全に提供する病院

●病診（病）連携 地域に貢献する病院

●教職員のあり方 人間愛を共有する病院

●職場環境 楽しく明るくチャレンジする病院

●生涯教育 良き医療人を育成する病院

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

患者の権利基 本 理 念
東邦大学医療センター佐倉病院
発行：広報委員会・東邦佐倉会事務局
〒285-8741 千葉県佐倉市下志津564番地1
TEL 043-462-8811（代）　FAX 043-462-8820（代）
URL https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp

東邦大学医療センター佐倉病院広報誌 ～地域医療の発展を目指して～（年2回発行）

佐倉だより佐倉 り

Topics
News

Executive Message

2026.1.1

vol. 69

新年明けましておめ
でとうございます。皆
様におかれましては穏
やかな新しい年をお迎
えのこととお慶び申し
上げます。
昨年6月には、学校
法人東邦大学創立100
周年の節目を迎え、大

変盛大な記念式典も執り行われました。佐倉病院
に関して振り返ってみますと、夏に多少の新型コ
ロナ感染症のクラスター発生があったものの、比
較的落ち着いております。一方、我が国の少子高
齢化社会の進行がもたらす、高齢者医療需要の増
加、医師事務などを含めたマンパワー不足、イン
フレ経済下での社会保障費の抑制、在宅医療や地
域医療のニーズの増大、大規模災害への対応など
が直近の医療に関する課題となっております。
このような厳しい社会情勢の中ですが、佐倉病
院は地域医療への貢献のみならず、高度急性期医
療の提供、そして医療系人材の育成にも努めてい
く社会的使命があります。特に診療におきまして

は以下の3点に重点を置いております。
１． 重症患者への対応　ICU・HCU・手術室、放

射線診断・治療装置、ロボット支援手術など
の医療設備や機器を活用し、重症患者の診療
に尽力いたします。

２． 救急医療の充実　体制を強化した救急部を中
心に、地域の皆様が安心して暮らせるよう、
迅速かつ的確な救急医療の提供に努めます。

３． 高度医療技術の推進　ロボット支援手術やカ
テーテル・内視鏡などの高度な医療技術を積
極的に活用し、特に生命に関わる悪性腫瘍、
脳神経疾患、循環器疾患への対応を強化して
まいります。最新医療機器や設備を最大限に
活用し、患者さんの負担を軽減する診断・治
療の実現にも注力してまいります。

新年にあたり気持ちを新たにして、東邦大学の
建学の精神であります『自然・生命・人間』を心
に刻み、東邦大学の一員として誇りを持って邁進
して参ります。最後になりましたが、本年が皆様
にとりましてより良き年となりますように心から
祈念して新年のご挨拶とさせていただきます。

病院長

鈴 木 啓 悦
Hiroyoshi Suzuki

新年のご挨拶 
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アピールしたい 診療と研究

2025年4月より佐倉病院
脳神経外科に赴任いたしまし
た。これまで東邦大学医療セ
ンター大森病院などで、脳血
管障害や脳腫瘍の治療に携
わってまいりましたが、佐倉
地域の皆さまにも最先端の脳
神経外科医療を提供できるよ
う努めております。

当科では、未破裂脳動脈瘤に対して、動脈瘤内への直
接操作を必要としない画期的な脳血管内治療「フローダ
イバーター治療」を2025年7月から開始しました。脳血
管内治療とは、いわゆるカテーテル治療のことで、開頭
手術に比べて傷が小さく、患者さんの負担が少ないとい
う利点があります。フローダイバーターは血流をコント
ロールして動脈瘤を自然に閉塞へ導く新しい治療法で、
従来のクリッピング術やコイル塞栓術では治療が難し
かった動脈瘤にも対応可能になりました。
この治療には高度な技術が求められるため、実施施

設や術者には厳格な基準が設けられています。当院はフ
ローダイバーター治療の認可施設であり、日本脳神経血
管内治療学会の専門医で、フローダイバーター治療実施
医の認定を受けた医師が治療を行っています。

そのほか、脳腫瘍の手術、頚動脈の狭窄に対する内膜
剥離術、脳梗塞に対する血栓回収療法など、さまざまな
脳神経外科治療も行っており、今後は地域の医療機関と
連携しながら、より迅速で安全な医療提供を目指してま
いります。

脳神経外科の紹介 脳神経外科 医師　院内講師 渕
ふちのうえ

之上 裕
ゆたか

2024年12月より、当院
循環器内科では最新のパルス
フィールドアブレーション
（PFA）システムを導入いた
しました。PFAは従来の高周
波（RF）や冷凍（Cryo）エ
ネルギーと異なり、電気パル
スによって心筋細胞膜のみ
に選択的に不可逆的電気穿孔

（irreversible electroporation）を起こす新しいエネル
ギー源を用いたアブレーションシステムです。熱損傷を
伴わないため、周囲臓器への侵襲をほぼ認めず、これま
で問題となっていた合併症（食道障害、横隔神経障害、
肺静脈狭窄など）が発生せず、従来よりも極めて安全
性の高い治療が可能となりました。当院では、心房細動
アブレーションは全例を全身麻酔下にて施行しており、
体動や疼痛を抑えつつ、短時間かつ安定した肺静脈隔離

を実現しています。これにより、患者さんの負担軽減と
再発率低減を両立させることが可能となりました。地域
の先生方におかれましては、治療適応や紹介のご相談な
ど、お気軽に当科までお問い合わせください。

パルスフィールドアブレーション（PFA）導入のお知らせ
循環器内科　医師　講師 木

きのした

下 利
としお

雄



昇任紹介

このたび、東邦大学医療セ
ンター佐倉病院泌尿器科で
講師を務めることとなりまし

た、岡 了と申します。私は泌尿器腫瘍、特に
腎がんの診療を専門としております。これま
でに腹腔鏡手術認定医として数多くの腎がん
手術に携わり、現在はロボット支援部分切除
手術のプロクターとして安全で精度の高い治
療の普及にも取り組んでいます。また、がん
治療専門医として、患者さん一人ひとりに最
適な治療方針を提案できるよう、チーム医療

を大切にしています。
腎がん治療は、手術だけでなく術後の経過
観察や再発予防、薬物療法の選択など、長期
にわたるサポートが重要です。当院では最新
のエビデンスと豊富な経験をもとに、患者さ
んの生活の質を保ちながら最良の結果を目
指す医療を心がけています。これからも地域
の皆さまに信頼される泌尿器科医として、丁
寧な診療と分かりやすい説明を行ってまいり
ます。

このたび、東邦大学医療セ
ンター佐倉病院において院
内講師を拝命いたしました、

整形外科の乗本将輝と申します。これまで当
院では整形外科一般の診療に携わりながら、
とりわけ脊椎疾患を専門とし、腰痛や下肢の
しびれといった症状に苦しむ患者さんの診
断・治療・リハビリテーションに取り組んでま
いりました。
脊椎疾患は高齢化とともに増加し、生活の
質に大きく影響を与える分野です。外科的治
療が必要となる場合もありますが、保存療法

や日常生活での工夫によって症状の改善が得
られることも少なくありません。私は患者さ
ん一人ひとりに最も適した方法を共に考え、
安心して治療を受けていただける診療を心が
けています。
今回の昇任を励みに、専門性をさらに磨く
とともに、地域の先生方との連携をより一層
大切にしながら、安心・安全で質の高い整形
外科医療を提供できるよう尽力してまいりま
す。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

泌尿器科　講師

岡　了　おか　りょう

整形外科　院内講師

乗本　将輝　のりもと　まさき

昇任紹介
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2025年度　診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日・土曜日は平日診療体制、土曜日は休診とさせて
いただきます。

平日診療体制

祝日・土曜日
2026年 2月23日（月・祝日）
第1・2・3・4  土曜日

休　診

土曜日（第5土曜日含む）

2026年 2月 7日（土）

ご迷惑をおかけ致しますが、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

第14回 東邦大学医療センター佐倉病院医療連携学術フォーラム開催のお知らせ
●日　　時：2026年2月14日（土）17：00～19：50予定（懇親会含む）
●開催場所：ウィシュトンホテル・ユーカリ　4・5F
　　　　　　千葉県佐倉市ユーカリが丘4-8-1（電話：043-489-6111）
●開催形式：来場（対面開催）講演会後に懇親会を予定
　　　　　　（※オンライン配信はありません）
●内　　容：講演１）消化器外科のご紹介
　　　　　　　　　　『消化器外科におけるMinimally Invasive Surgery（MIS）』
　　　　　　講演２）院内外の多職種におけるパネルディスカッション
　　　　　　　　　　『地域で考えるアドバンス・ケア・プランニング
　　　　　　　　　　　　～自分らしく生きる選択、そして医療資源の視点から～』
　　　　　　講演後、地域の医療機関の皆様と更なる親睦を深めるため、懇親会を予定しております。
※お申込み等の詳細は、ホームページをご確認ください。
　なお、感染症拡大等の状況により、開催形式・内容等変更する場合がございます。予めご了承ください。

昨年度の会場の様子

第31回 医療連携セミナーを開催して
　2025年９月３日に、【人生100年時代～栄養で支える地域
医療】「食べたい」に寄り添う多職種連携～頚髄損傷患者を通
じて見えた地域支援のかたち～をテーマに、医療連携セミナー
を開催しました。当日は会場とWebのハイブリッド形式で
開催し、医師や歯科医師、看護師のほか、栄養士・リハビリ・
MSW・事務職員など、院内外で92名と多くの方々にご参加
いただきました。

　セミナーでは頚髄損傷や他の疾患併発に伴い栄養摂取方法に課題が生じ、当院から佐倉厚生園病院へ転院し、希望する経
口摂取ができるまでに至った症例を多方面から検討しました。当院からは管理栄養士からNSTによる栄養摂取量や食形態
など栄養管理的な側面、MSWからは患者さんやご家族への心理社会的な支援、佐倉厚生園病院のMSWより転院後のリハ
ビリ・栄養・ACPについてリレー形式で講演を行いました。その後のパネルディスカッションでは会場に参加された皆様
と活発な意見交換を行い、多職種や関係機関との協働・連携を通じて医療的な側面はもちろんですが、患者さんの思いもバ
トンにして紡いでいく意義を共有する機会となりました。
　引き続き患者さんや地域の関係機関のニーズに沿った連携・協働に取り組んでいきたいと考えております。今後ともよろ
しくお願いいたします。

医療連携・患者支援センター　課長補佐　MSW　中村 信一郎

会場の様子 パネルディスカッション

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会の公開を再開いたします。
●第262回　2026年1月19日（月）17：30～
●第263回　2026年2月16日（月）17：30～
●第264回　2026年3月26日（木）17：30～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。 （問い合わせ先：教育支援室）

紹介受診重点医療機関の
お知らせ

当院は、2023年8月1日より
紹介受診重点医療機関となり
ました。
紹介元医療機関と患者さんの
診療情報を共有するため、診
療状況を記載した文書を作成
しています。その際「連携強
化診療情報提供料」をいただ
いております。あらかじめご
了承ください。


